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江戸時代の中頃、甲州の商人から贈られたと云う
伝説の五本松は、今日もまたサイクリングロードの
脇にたたずんで、ジョギングやサイクリングに励む人々
を見守っている様に思われます。

この松は江戸から明治、大正にかけて水防林とし
て植林されたもので以前から「下堰の松」と云われ、
この地の人々に親しまれてきたとの事。そう云えば
路線バスのドライバーに尋ねても、また案内所の方
に尋ねても首を傾けるばかり。そのなかでバス待ち
してるお客さんやバスに乗ってるお客さん等から親
切に何処でバス待ち、また行く先は何処行きで四谷 5
丁目で降りれば・・・等々親切なアドバイスで感謝・
感謝。余談になりますが、この松の木のあるあたり
は平坦な地が続き、見晴らしも良い所です。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
都立立川高校出身の私は、多摩川には親しみを

持ってきました。歌い継がれてきた立川高校の校歌、
「玲瓏の水」は多摩川そのものを讃えた歌です。多
摩川は私に環境問題を考える原点を与えてくれた
ように思います。 

私の専門は社会工学ですが、1960年代後半に生
まれた分野です。都市問題や環境問題など、当時
の社会問題解決のために工学的なアプローチを取
るもので、そのための方法論としてシステム分析
が注目されました。その頃、経済成長から生活質
の向上への転換が唱えられ、また、技術と社会の
問題も問われ、テクノロジーアセスメントが生ま
れましたが、それ自体はあまり発展せず、環境ア
セスメントが世界に広まりました。 

環境計画・政策の分野で、私は参加と合意形成
の研究をしてきましたが、環境アセスメント研究
もこの視点からです。アセス分野の世界の中心学
会である国際影響評価学会（IAIA）で、日本人と
して初めての会長を務めましたが、世界のアセスは、
一部の巨大事業だけを対象とする日本とは随分違
います。アセス先進国では事業規模の大小に関わ
らず実施されます。 

例えば、日本の環境影響評価法のアセス実施件
数は年わずか 20件ほどですが、米国連邦政府の
NEPA アセスでは年間 3万～ 5万件、日本の 2000
倍ほどにもなり、中国ではさらに多数です。図は
地方のアセスも合わせた、各国の実施件数比較です。
日本は合計でも 70件ほどしかありません。なぜ、
こうも違うのか。 

これはアセスの理念が違うからです。本来のア
セスは、環境に何らかの影響を与えそうな人間行
為に対し、事前にその影響を予測評価して環境配
慮を行うもので、日本のような巨大事業だけを対

象にするのでは
ありません。環
境と調和するよ
う、人間行為を
管理するという
理念なので、対
象となる人間行
為の範囲は広く
なります。 

そこで、「まず、簡単にチェックする」という簡
易アセスで始まります。これは、時間や費用は少
なく、3～ 4カ月程度で終わり、費用も日本の何
十分の一。米国の NEPA アセスでは簡易アセスの
結果、さらに詳細な検討が必要となれば日本のよ
うなアセスを行いますが、それはわずかで全体の
0.5％ほど。大多数は簡易アセスで終わります。簡
易アセスだけなら事業者の負担は少なく、CSR の
感覚で行えます。 

福島第一原発の事故では、新聞報道によれば、
東電の元幹部は非常用電源を津波から安全な場所
に移設しようと考えたが、その機会がなかったと
悔やんでいました。簡易アセスは小さな修理など
でも適用可能で、情報公開と参加により外部の意
見を聞き、対策を講ずるきっかけを与えます。 

また、多数の事業者が簡易アセスを行えば、個々
の環境配慮の効果は小さくても、社会全体では大
きな累積効果が生まれます。その結果、社会全体
が持続可能な方向へと向かうことになります。ア
セスは持続可能な社会の作法なのです。 

日本でもアセス本来の機能を果たすため、簡易
アセスの導入が必要です。 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
多摩川源流に位置する小菅村は、水源の村とし

て清らかな水と豊かな森を守り、四季を通して花
の咲きほこる人間味溢れる源流の村を次の世代に
受け継ぐために､山梨県の指導と援助のもと、平成
23年度に「小菅村源流景観計画」を策定しました。
平成23年度の重点課題として取り組んできた景観
計画は、NPO法人多摩源流こすげが中核となって、
小菅村源流景観計画策定委員会の皆さん、各種団体、
各地区の住民の協力と参加により、平成24年3月に
完成させることができました。 

この源流景観計画は、国の景観法に基づく法定
計画という性格を持つ大変重要な計画であり、小
菅村の村づくりのうえで画期的な成果と言えます。
源流景観計画は、源流にこだわり、源流を活かし
た村づくりの伝統を継承し、源流が輝き大切にさ
れる時代を展望して、小菅村の源流景観づくりの
将来像を「四季折々に花が咲き、源流の景観と暮
らしが根づく村」～源流本来の豊かさと美しさが
満喫できる村～と位置づけています。その内容と
して①村民とともに作成した地域密着型の計画で
ある。②小菅村の景観構造を掴むことがでる。③
小菅村の景観目標を知ることができる。④各地区

の景観ガイドラ
インを掴むこと
ができる。⑤小
菅 村 に 4 つ の 花
を咲かせること
ができる、など
の特徴を備えて
います。 

 
小菅村源流景観協議会は、この「源流景観計画」

を県民や多摩川流域の市民に広く周知し、小菅村
の景観村づくりへの理解と協力を得ることを目的
に平成24年9月29日、小菅村体育館で多摩川源流景

観シンポジウムを開催しました。シンポジウムでは、
木下正之小菅村源流景観協議会委員長、舩木直美
小菅村長、馬淵広三郎公益財団法人とうきゅう環
境財団常務理事がそれぞれ挨拶しました。続いて「景
観計画1年間の取り組み」を望月徹男NPO法人多摩
源流こすげ事務局長が、「多摩川流域から源流へ
の思い」を鈴木眞智子多摩川流域ネットワーク事
務局長が報告しました。 

「源流景観の特性　その保全と活用法」と題し
て記念講演した中村良夫先生は、「景観というと
普通目で見たときに絵になるような美しさという
のが単純なとらえ方です。ところが、景観はそれ
だけではなさそうで、形ではなくて､場の気配、山
の気配、水の気配、そういうのが大事です」「こ
れは小菅全体の山、大菩薩の方に向かう、谷の一
番奥、谷の構造の中で一番象徴的なところ、谷と
いうものが持っている独特の雰囲気などを今後研
究したい」「小菅村の場合は水の流れもあるし、
風の流れもある。場の揺らぎもたくさんあるので、
是非そういうものを開発して頂きたい」「小菅村
の景観計画の非常に面白いところは､景観そのもの
もあるんだけど、景観が芽を出して育っていく､仕
掛けを作っている。源流大学がその典型かもしれ
ません。だから、景観計画はそういう雰囲気を作っ
たり､楽しむ人を同時に育てていくような形のもの
が景観計画としては最も優れていると私は思う。
小菅村の計画には、そういう人間教育というもの
が明らかに入っている」と強調しました。 

「源流の景観と文化を活かしたむらづくり」をテー
マにしたパネルディスカッションでは、神谷博法
政大学講師、柴田隆行多摩川の自然を守る会代表、
和泉恵之国土交通省京浜河川事務所長、酒谷幸彦
山梨県県土整備部長、中村文明多摩川源流研究所
長がそれぞれパネリストになり、小菅村源流景観
計画の中身とその活用法について活発に意見交換
しました。小菅村は、この源流景観シンポジウム
を景観むらづくりの第一歩と位置づけ、シンポジ
ウムで提案された意見やアイデアを景観むらづく
りに活用することにしています。 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
私が勤務する学校は、今年で創立 138年となる都心

にある私立小学校である。先日、地下の倉庫に保管さ
れていた昔のアルバムの中から昭和 14年に行われた
多摩川での昆虫採集の写真を見つけた（図１）。おそ
らく学年全員で多摩川へ理科の授業の一環として出か
けたものであろう。各自が補虫網や虫かごを持ち、植
物を採集するための野冊を持っている児童もいる。 

本校は明治時代から林間学校と臨海学校を行ってお
り、とくに大正時代からその中で、多くの採集体験を
させている。採集するものは、植物、貝殻、昆虫、海
藻、岩石、魚など多岐にわたり、その流れは現在まで
引き継がれている。 

ところが、この採集という教育活動は昭和 40年あ
たりから日本の理科教育の中からは姿を消すことにな
る。最初に出された昭和 22年の小学校学習指導要領
理科試案では、採集という用語は 8個あり、昭和 27
年では、14個に増え、昭和33年の学習指導要領では「い
ろいろな動物を観察したり採集したりして」と明記さ
れている。しかし、昭和 43年の学習指導要領からは、
採集という用語は消え、その後現在までいっさい使わ
れていない。 

自然保護、生物愛護の立場から採集することは良く
ないこととされ、昔は夏休みの宿題の定番であった昆
虫採集や植物採集が学校から一気に姿を消すことにな
る。 

子供達から採集を取り上げたことは、今日の「理科

嫌い」「理科離れ」の原因の 1つだと思う。子供達は
本来、採集が大好きである。本が好きなら本を集め、
音楽が好きならＣＤを集める。自然を好きにさせるた
めには、自然を採集させることが一番の近道である。
採集すれば、子供は五感を使い、その自然を手元で何
度も観察できる。すなわち理科教育的に、採集はより
深い観察をするための手段なのである。 

子供が草むらでトンボやバッタを捕るような採集圧
で、その昆虫が絶滅することはない。しかし、貴重な
自然を破壊し、生態系に影響を与えるような採集は控
えなければならない。採集して良いものと、良くない
ものを大人が正しく理解し、それを子供達に教えるべ
きである。 

多摩川は、子供達が自由に採集できる自然がたくさ
ん存在する。昆虫、魚、植物、化石、岩石、まさに教
材の宝庫である。それらをより多くの子供達に採集さ
せる経験をさせたい。ただ、採集してならないものも
存在する。例えば、多摩川や浅川には立木の化石や古
代ゾウの足跡の化石なども発見されている。これらを
ハンマー叩いて壊してしまう人を見かける。足跡など
は地層が凹んだだけのものであり採集できない。いず
れ河川の侵食でなくなるものであるが、できるだけ多
くの人に見てもらうためにも破壊してはいけない。 

採集の持つ教育的意義を理解し、節度ある採集を大
人達が子供に伝えていけば、いずれ教育現場に採集が
復活するのではないかと願っている。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
私は北海道石狩川の河口のまちで生まれ育った。

ふるさと石狩は江戸後期から明治にかけてのにしん・
鮭などの水揚げで賑わった繁栄の面影は消え、ひっ
そりとした佇まいの中で、まちのあちこちに歴史を
刻んだ神社仏閣や建物が残るだけである。しかし、
石狩川と流れ注ぐ日本海の景観は変わらない。浜辺
の色とりどりの植物の咲き乱れるさまや北国の鈍色
の空と風が私の原点であり、今この多摩川での活動
を支える大きな力となっている。 

初めて多摩川に関わったのは 2000年 2月の桜植樹
であった。みぞれ混じりの冷たい雨が頬を叩く中、
息子が通う小学
校や地元の多く
の方々に混じっ
て私も心を込め
て苗を植えた。 

その前後から
多摩川に行くた
びに不思議に思
われたのが「な
ぜ、こども達は多摩川で遊ばないのか？」というこ
とであった。水辺に近づくと澄んだ流れの中に小さ
な魚たちが群れをなし、岸辺には名前も知らない可
憐な花たちが爽やかな風にそよそよと存在を示して
いたからだった。聞くと「良い子は多摩川であそば

ない！」という暗黙のおきてがあるという。そして
言葉通り、そう書かれている警告看板を見て怒りと
も哀しみともつかない複雑な心境に陥ってしまった。
その思いを誰彼とも伝えているうちに行政担当者か
ら「水辺の楽校」立ち上げに参加しないかという打
診を受けたのが、
現在まで 12年間、
年間参加延べ人数
1,000人を超える

「とどろき水辺の
楽校」設立に至る
あらましである。 

水 辺 の 楽 校 は
「源流から河口・
海までつなぐ」を目的として活動している。川崎と
どろきでの開校事業「植物観察・ガサガサ体験・野
草天ぷら」に始まり、春は河口での「干潟観察」、夏
は多摩川源流山梨県小菅村での「渓流体験教室」、そ
して秋から冬のよこはまみなとみらいでの「夢わか
めワークショッ
プ」への参加、
文 字 通 り 源 流
か ら 河 口 ・ 海
ま で を 縦 横 無
尽 に 移 動 す る
の が 目 玉 の 活
動 で あ る 。 現
在多摩川流域に 19校出来つつある「水辺の楽校」、
中でも川崎は 3校を擁する先進地域である。市内の
みならず今では東京都、神奈川県各地域からの参加
者と多摩川の様々な顔に出会う活動を続けている。 

彼らが成長した時に「多摩川は綺麗だった！楽しかっ
た！」と語り継がれるよう、更に「自分のこども達
にも体験させたい！」と思ってくれるよう次世代に
繋がる活動にしていきたいと願ってやまない。ふる
さと石狩の川ともどこかで交じり合っているかもし
れないと壮大な思いを抱きつつ、未来に向けて日々
ささやかな活動を続けている昨今である。 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

　東久留米市は、都心から
北西へ約 24km、武蔵野台地のほぼ中央に位置します。
地形的には標高 70m～ 40mの範囲を西から東になだ
らかな傾斜をしています。今から約 12～ 13万年前か
ら約 6万年前まで流れていた古多摩川の作った扇状
地の上にあるので、当市の地下には多量の地下水が
流れています。そのため市内の谷地、川筋の多くの
個所からは地下水が湧水となって小さな流れを作り、
黒目川、落合川、立野川等となり、西から東に流れ
てます。東久留米市は「湧水の街」なのです。 

1.　平成 20年には「落合川と南沢湧水群」は環境
省から、東京都内では唯一「平成の名水百選」
に選ばれました。 

2.　また平成 23年には全国で初めて「湧水・清流
保全都市宣言」を行いました。 

　今から約 6万年前迄：青梅
のあたりを起点として、古多摩川が東の方向に流れ
巨大な扇状地を作りながら洪水の度に、多量の土砂
を運んで落合川や黒目川のあたりに巨大な谷を刻ん
だと云われています。 
　約 6万年以降：地殻変動（隆起）により古多摩川
は上記の川筋を残して、南東に向きを変えて流れる
ようになりました。明治時代には現在の東久留米市

内には 8 筋の川が
ありましたが、近
年川の改修、道路
の整備などで蓋を
したり暗渠化をし
た結果、現在は黒
目川、落合川、立
野川の 3 本となり
ました。 

 
1.　黒目川：長さ流域面

積共に市内で最大、
埼玉県で新河岸川
に合流、隅田川を
経て東京湾に注ぐ。 

2.　落合川：長さは3.4km、流域内では湧水点が極
めて多く支流の南沢沢頭流は 1日 1万トンと都
内で最大。 

3.　立野川：南沢の向山緑地の崖下が源流で南立野
住宅地を流れ、自由学園構内を通って西武池
袋線の橋の下で北に向きを変え落合川に合流
しています。 

湧水の調査について 
1.　東京都湧水マップによる区市町村別湧水点数一

覧によれば、平成 2年～ 20年東久留米市の湧
水点の数は 27、28か所とほぼ横バイで湧水調
査は各区・市町村によるものです。 

2.　東久留米市で設立した、市民環境会議・水と緑
部会では、平成 20年 8月より計器を用いた科
学的な方法で本格的な湧水調査を実施してい
ます。その概要は以下の通りです。各河川や
湧水地に入り、湧水の出ている地点の目視確
認と湧水の水温、DO（溶存酸素濃度）の計器
による測定並びに湧水量の定性的調査を行っ
ています。 

 
 
 
 
 
東久留米の湧水点の最新調査結果 

1.　湧水点の定義　市民環境会議・水と緑部会で決
定し運用。 

2.　市内全域の湧水点の最新調査結果 
(1)  黒目川水系：本流 23白山公園 3計 26 
(2) 落合川水系：本流 35南沢湧水群 4竹林公園 4　

計 43 
(3)  立野川水系：7　　　合計 76 

市内全域の湧水調査が終了し、また平成 23年には
湧水・清流保全都市宣言を行ったのを記念して東久
留米湧水・清流研究会が結成され、平成 23年 5月よ
り 10月、11月にかけて市内全域の湧水・清流の全貌
とそこに生息している動物や植物の撮影を行い平成
24年 7月に編集・制作が完了しました。 

春の黒目川（上落馬橋下流） 

春の落合川（毘沙門橋下流） 

東久留米の湧
水 ・ 清 流 記 録
DVD を手に南沢
沢頭流の木橋の
上にて、筆者 

 



 







 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下の写真①は 1810（明治43）年、未曾有の洪水で決
壊した古川堤（大田区西六郷一丁目）の写真だ。復
旧作業が進むが、その被害の爪あとが生々しい。い

うまでもなく、かつて多摩川は大雨の度ごとに洪水氾
濫をくりかえす「あばれ川」で、時には沿岸各地に多
大な被害を与えてきた。さらには、自らの川筋を変え
てしまうほどの洪水氾濫を引き起こすこともあった。
絵図②で見るように、江戸中期の明和年間まで、六郷
渡船場には堤外に、30戸ほどの船場町があって、い
まのように川の流れが岸辺まで迫っていなかった。 

いったい、多摩川はとれだけの洪水氾濫を繰り返
してきたのだろうか。かつて、小塚光治氏は『川崎
史話・下巻』で、稲毛・川崎領の住民にとって「一
番大きな天災」は、「多摩川の氾濫」だったと指摘して、
それは「五～六年ごと」に襲ったと予測した。 

それ以後、大著『多摩川誌』（建設省京浜工事事務
所企画・多摩川誌編集委員会編著）別巻の歴史年表
やとうきゅう環境浄化財団の洪水年表など、体系的
な年表づくりが相次いだ。ところが、2000年代に入
つてから、多摩川の洪水氾濫を網羅した年表が登場
した。 

自然史研究家増渕和夫氏を代表とする多摩川流域
自然史研究会が、とうきゅう環境浄化財団の助成を
受けて取り組んだ研究成果が刊行されたのだ。『多摩
川の洪水と環境変動 = 近世多摩川洪水史と完新世段丘
－』と題する労作で、ここに B5 判 115頁におよぶ「多
摩川洪水氾濫年表」が収録され、97頁の解説論文が
付されている。 

年表の形式は、B5 判紙を横長に組み、１件につき
No・天候・水害原因・発生年 ( 西暦 )・年号・旧暦月日・
西暦月・西暦日・発生水体・他の発生水体 ( 関東 )・
他の発生水体 ( 東海 )・水系・直接原因・洪水型・発
生地形地域・現行政区・左岸 / 右岸・破堤 = 溢流部・
被災地域・被災状況・摘要・文献・気候の 23項目に
およぶぶ。このうち判明項目のみが記載されている。 

初出は 1550（天文19）年で、1925（大正12）年ま
での 376年間にわたり、事例総数 468件に達する。著
者は論考のなかで、「洪水氾濫の発生」と「水害の発生」
とを明確に区分した。その上で、従来のような水害
史ではなく、両者を総合した「多摩川の洪水氾濫自
然史」を明らかにするのが目的だったと明言している。 

事例収集では、著者専門の地形・地質の側面から
だけでは困難ゆえに、「文書記録」にも重点を置いた
という。だが、その多くが「水害の記録」に偏して

いるので、多くが「出水・大水」と記述する日記類
や私家文書なども活用したとのこと。 

かくして、発生件数は従来に比して大幅に増え、「発
生頻度は 1・087」を示し、まさに多摩川は毎年のよ
うに洪水氾濫を繰り返していたことになる。うち「被
害洪水」は、その半数を占めたようだ。 

（地域史研究家） 
理　事 





多摩川流域の各種団体等の１２月から平成２５年３月頃まで行われる環境活動に関する主な行事・イベ
ント情報を紹介いたします。 
 

 

○第５回多摩川子ども環境シンポジウムを開催（１２月８日１４時～１６時半：昭島市、フォレスト・
　イン昭和館） 
○第５回美しい多摩川フォトコンテスト審査結果公表（２月１日）　　＊応募受付:１２月３１日まで 
○「第３回食と文化の交流イベント」開催（１月２９日：立川グランドホテル） 
○第５回美しい多摩川フォトコンテスト入選作品展（３月１２日～１７日：青梅市立美術館） 
　（問い合せ先）美しい多摩川フォーラム事務局（青梅信用金庫　地域貢献部内）担当：宮坂／土方　
　　　／及川 

TEL：０４２８－２４－５６３２　　　FAX：０４２８－２４－４６５０ 
E-mail：forum@tama-river.jp　　URL：http://tama-river.j 

　 

○主催：多摩川流域水辺の楽校連絡協議会　多摩市水辺の楽校運営協議会　多摩川子どもシンポジウム
　実行委員会 
○後援：国土交通省　京浜河川事務所（予定）・多摩市教育委員会 
○内容：多摩川流域の小・中学生による水辺の楽校交流発表会 
　　　　テーマ「大好き！うるおいゆたかな多摩川」 
○場所：パルテノン多摩第一会議室他展示室・控室 
　　　　（京王線「京王多摩センター駅」・小田急線「小田急多摩センター駅」から徒歩４分） 
○日時：１月２６日（土）午前９：００～１２：３０ 
　（問い合せ先）多摩市水辺の楽校運営協議会事務局　多摩市役所　都市環境部みどりと環境課　中村 
　　　TEL ０４２－３３８－６８３１ FAX ０４２－３３９－７７５４ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（問い合せ・連絡先）いずれも予定です。各回とも申し込みが必要です。場所や時間等をお知らせいたします。 

定員がありますので、定員になり次第締め切ります。 雨天中止です 
詳しくはメールか電話で問い合わせ下さい。　RiverRanger777@gmail.com 
携帯０９０－３２０９－１３９０ 
ホームページ検索　→　多摩川大学 
イベントは多摩川大学内下記学部共同で実施です。 
ＮＰＯ法人おさかなポストの会　学部 
ＮＰＯ法人いきものふれあい教室　学部 
水辺の安全教育委員会　学部 
多摩川ジュニアガイドサークル　学部 

　　　　　　　　　　ふれあい移動水族館　学部 
　　　　　　　　　　＊　ふれあい移動水族館・おさかなポストの会　代表　山崎充哲 

1月1日 
1月5日 
1月6日 
1月12日 
1月13日 
1月17日 
1月18日 
1月19日 
1月20日 
1月24日 
1月26日 
1月27日 
2月2日 
2月3日 
2月8日 
2月9日 
2月10日 
2月16日 
2月17日 
2月23日 
2月24日 
3月2日 
3月3日 
3月9日 
 
 
3月10日 
3月23日 
3月24日 
3月30日 
3月31日 

火 
土 
日 
土 
日 
木 
金 
土 
日 
木 
土 
日 
土 
日 
金 
土 
日 
土 
日 
土 
日 
土 
日 
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日 
土 
日 
土 
日 

多摩川０キロメートル感謝祭 
おさかなポスト　観察会　 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／野鳥観察会 
おさかなポスト　観察会　 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／石拾いとストーンアート 
青山ケンネル大宮校　講演会 
青山ケンネル東京校　講演会 
おさかなポスト　観察会　 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／外来魚観察会 
川崎市幼稚園　ふれあい移動水族館 
国際フォーラム ふれあい移動水族館 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／野鳥観察会 
おさかなポスト　観察会　 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／石拾いとストーンアート 
横浜ロータリークラブ　講話 
おさかなポスト　観察会　 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／外来魚観察会 
おさかなポスト　観察会　 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／野鳥観察会 
おさかなポスト　観察会　 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／石拾いとストーンアート 
おさかなポスト　観察会　 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／外来魚観察会 
３.１１あの日を忘れない　追憶と鎮魂の多摩川燈籠流し　自由参加　申し込み不要　参加費無料 
　　１６時～２０時　川崎市多摩区稲田公園前（おさかなポスト）の前の多摩川河川敷　　持ち物 
　　ライター・紙コップ・スーパーの発泡スチロールのトレー　ボランティアスタッフ募集 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／野鳥観察会 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／石拾いとストーンアート 
おさかなポスト　観察会　 
多摩川ジュニアガイドサークル　多摩川美化活動／外来魚観察会 
おさかなポスト　観察会　 



  
○冬のバードウォッチング＜親子観察会＞～多摩川周辺 
・１月２６日（土）　午前９時３０分～１１時３０分　※要申込 
○世田谷トラストまちづくりビジターセンター「身近な自然と触れ合うミニイベント」 
・原則毎月第１土曜日　午後１時３０分～３時（１/５のみ午前１０～１２時） 
　～世田谷区成城４－２９－１（野川沿い）※要申込／TEL０３­３７８９－６１１１ 
＊毎週土曜に「みどりの上映会」午前１０～１２時・午後１～３時（申込不要）を実施しています。 

（申込・問い合せ先）　（財）世田谷トラストまちづくり　トラストまちづくり課    
TEL０３－６４０７－３３１１　　FAX０３－６４０７－３３１９  
財団HP　http://www.setagayatm.or.jp/ 

 
○１月１９日（土）昭島市拝島町多摩川河床水道橋付近　化石採集会 
○２月１６日（土）昭島市大神町八高線鉄橋­上流堰堤付近　化石採集会 
○２月２３日（土）調べ学習　室内作業 
○３月１６日（土）狛江市宿河原堰堤下流付近　化石採集会 
○３月２３日（土）調べ学習　室内作業 

調べ学習会場は以下の通りです。 
□日　時：１４時００分～１６時００分　（２時間）　 
□場　所：〒２０８－８５０３ 武蔵村山市学園4­5­1 武蔵村山市民総合センター内２階作業室 
□電　話：０４２­５９０­１４３０ 
□最　寄：市内循環バス　武蔵村山市市民総合センター前下車　バス停下車徒歩1分  
□参加費：１,０００円　 
※都度５名定員締め切り　要・事前申し込み　 
連絡先：<mailto:geo@extra.ocn.ne.jp> geo@extra.ocn.ne.jp　　  
◎ メールにて住所・氏名・学年など，連絡先を明記の上，送信下さい． 
◎最新日程は「むさしの化石塾ブログ」でご確認ください． 
（申込・問い合せ先） 　むさしの化石塾　代表　福嶋　徹まで　 

〒208­0003東京都武蔵村山市中央3－20－7　MKJ事務所 
携帯：０９０－１７６９－８０２０　　　fax：０４２－５６７－１０９５　 
Web申込　E­mail：geo @ extra.ocn.ne.jp　　URL : http://fossils.blog.ocn.ne.jp/ 
 

 

 



多摩川およびその流域の環境浄化に関する 
基礎研究、応用研究、環境改善計画のための研究・活動助成の募集 

財団からのお知らせ  ― 助成研究募集のご案内 ― 

 
　下記研究対象テーマに掲げた調査や試験研究に意欲のある方であれば、どなたでもご応募いただけ
　ます。 
 

①産業活動または住生活と多摩川およびその流域との関係に関する調査および試験研究 
②排水・廃棄物等による多摩川の汚染の防除に関する調査および試験研究 
③多摩川およびその流域における水の利用に関する調査および試験研究 
④シンポジウム、音楽会あるいは出版等による環境啓発活動や、歴史的な遺産あるいは社会システム
　の維持保全・回復運動等、多摩川及びその流域における環境保全や文化の創造に広く寄与するもの。 

 

当財団所定の申請書に必要事項を記入、捺印の上、財団宛ご提出下さい。 
「募集要項」「申請書」はホームページ上からダウンロードして下さい。 
　http://www.tokyuenv.or . jp/invite 

 

①ご応募にあたっては当財団の定める「調査・試験研究助成に関する調査・試験研究の選定基準、
助成の方法、調査・試験研究の実施方法、助成金の支払い方法ならびに調査・試験研究者の個人
情報の保護の方法に関する規程」を必ずお読み下さい。 

②過年度に不採用となった調査や研究の再応募は受付けておりませんので、同一の調査・試験研究
課題で再応募される場合は、前回のものと調査や試験研究の内容のちがいがよく判るよう工夫して、
申請書をご作成下さい。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページへ続く） 

 



環境問題改善のための調査や試験研
究で、専門性が高く、その分野の学
識経験を必要とするもの。 

環境問題改善のための調査や試験研
究で、一般の市民が、特別な学識経
験を必要とせず取り組めるもの。 

尚、一般研究については、従来からの調査・試験研究に加えて、シンポジウム、音楽会あるいは出版等
による環境啓発活動や、歴史的な遺産あるいは社会システムの維持保全・回復運動等、多摩川およびその
流域における環境保全や文化の創造に広く寄与すると思われるものも選考の対象といたしましたので、
奮ってご応募下さい。 

研 究 の 区 別  

研 究 の 種 別  一 般 研 究  学 術 研 究  

（財団のホームページで過去の研究事例をご参照下さい。） 
 

秋の雑木林は、木の実や草の実、キノコなど森の恵みがいっぱい
です。春から夏にかけて、大量の太陽エネルギーを浴びて光合成を
続けてきた植物は、生産物である炭水化物を果実に蓄えます。 

果実には、ドングリのように堅いもの、アケビのように堅い種が
甘い果肉で被われてるものなど、様々なタイプがあります。いずれ
も植物が子孫を残すために作った種です。 

カケスやアカネズミは、ドングリ（コナラやクヌギなどの種）が
大好物です。そして、冬に備えて一部を地中に埋めて蓄えます。し
かし、埋めたドングリをすべて掘り出して食べるわけではないので、
その中で忘れ去られたものが春になると発芽することになります。 

果肉のある果実にはメジロなどの野鳥がやってきます。そして遠
く離れた場所で、種は糞とともに排泄され、芽を出します。これらは、
植物と動物との不思議で、そして絶妙な関係の一例といえるでしょう。 

雑木林の多くの木は、紅葉や黄葉して葉を落とし始めます。この
ように、秋になると葉を落とす広葉樹を落葉広葉樹と呼びます。雑
木林のおもな木々はほとんどが落葉広葉樹です。 

落ち葉は土の中の微生物や菌類によって分解され、やがて土に還っ
て再び植物の栄養になります。キノコやカビの仲間は、落ち葉を分
解する働きがあります。 

夏の間は生命の息吹に満ちあふれていた雑木林も、これからやっ
てくる厳しい冬に備えて少しずつ準備を始めています。 

※印刷所　雄文社　〒 330­0061 さいたま市浦和区常盤 9－ 11－ 1　TE L（048）831－ 8125
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